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読できなかった文書が最新のデジタル技術で判読できるようになったことがニュース
となっています。
　アウシュヴィッツでは、ゾンダーコマンドの隊員が殺害の証拠となる4枚の写真も
残しています。そのうちの2枚は、ガス室の施設と思われる建物の内側から、屋外で
死体が焼却される様子を撮ったものです。作業を行なうゾンダーコマンドの隊員が数
人映っており、地面には死体、さらにのぼっている煙を見ることができます。もう1
枚は裸で殺害へと追いやられる女性たちが小さく映り込んだ写真、そして最後の1枚
は、木々の一部のみが写った写真です。これは焦点もあっておらず、隠し撮りであっ
たことが明らかで、どのような瞬間にシャッターが切られたのかうかがわせるものと
なっています。絶滅収容所にカメラを持ち込むこと自体が死を意味しますが、これら
はまさに「地獄を切り取ったフィルム」と言えるものです。ネガは歯磨きチューブに
入れられて、アウシュヴィッツの外に持ち出され、ポーランドの地下抵抗運動に渡さ
れ、現在の私たちが地獄の断片を知るに至るわけです。この4枚の写真は、ウィキペ
ディアでパブリックドメインとなっていますので、「アウシュヴィッツのゾンダーコ
マンドの写真」と検索すればすぐに見つけることができます。
　この4枚の写真をもとに、ゲルハルト・リヒターという、ドイツ最高峰の現代画家が、
「ビルケナウ」というタイトルの連作を発表しています。4枚の写真をトレースして、
その上にペイントを重ねてゆく、リヒター特有の手法で描かれています。この4枚の
連作のコピーが、現在ドイツの連邦議会のエントランスの壁面に飾られています。興
味深いのは、その対面の壁に、同じリヒターが描いた、ドイツ国旗をイメージした赤・
黒・金の作品が掛かっていることです。これは極めて象徴的なことと言えるでしょう。
つまり、現在のドイツという国は、ホロコーストの記憶も、自分たちのアイデンティ
ティの中に取り込んだ国家となっているということです。ここには、今日お話しして
きた、ドイツ人の抵抗と、ユダヤ人の抵抗が、出会い、混じり合い、同時に加害の歴
史も国の遺産として継承する、ドイツの姿があるかと思います。
